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研究成果の概要（和文）：「いじめ」被害の中に排斥という要素が存在することから、「いじめ」被害における
排斥に着目して、被排斥経験が生徒の将来展望を低下させることにより、学校適応が低下するという仮定を設け
検討した。その結果、中学生当時の「いじめ」被害が高校入学後の学校適応等に影響する可能性が示唆され、そ
の過程において、将来展望を構成する一つの因子である「向社会的努力志向」が関連する可能性が示された。具
体的には、高校入学後の友人適応には、中学生当時の「いじめ」被害が直接影響する可能性と将来展望の低下が
介在する可能性の両方が示唆されたが、学習適応に関しては、将来展望の低下が介在する可能性のみが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine social exclusion as an element of 
harm caused by bullying and test the hypothesis that school adaptation decreases because the 
experience of exclusion affects students’ future prospects. The results revealed that the harm 
caused by bullying in junior high school may affect students’ school adaptation after entering high
 school. The results further indicated that this process may be related to prosocial effort 
orientation, which is a factor that affects future prospects. Specifically, it was suggested that 
adapting to friends after entering high school may be directly impacted by the harm caused by 
bullying in junior high school, which may play a mediating role in reducing students’ future 
prospects. However, with respect to learning adaptation, only a decrease in future prospects was 
demonstrated.

研究分野：社会心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
仲間からの排斥による「いじめ」被害が、生徒の学校適応に負の影響を及ぼす過程に関しては、排斥によって生
じた強いストレスや抑鬱傾向の高まりなどの情緒的な要因が介在すると考えられ、そうした情緒的な側面に対す
る支援が中心だった。しかし、本研究の結果から考えれば、生徒の学校適応を高めるためには、抑鬱傾向を改善
するなどの情緒的な側面に対する支援だけでなく、生徒の将来展望を強化する支援も重要となると考えられる。
「いじめ」被害を受けた生徒に対する支援の新たな方向性を示唆できた点に本研究の社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで、抑鬱傾向などが媒介して、将来展望や高次の認知機能に対して、仲間からの排斥な
どがネガティブな影響を与えると考えられてきた。しかし、実験室実験の結果は、抑鬱傾向など
のネガティブな情緒的要因が介在せず、将来展望や高次の認知機能の低下に、排斥がネガティブ
な影響を直接与えることを示唆している。そこで、本研究では、仲間から排斥が、高校生の将来
展望に及ぼすネガティブな影響について検証する。さらに、仲間はずれ等の排斥による「いじめ」
が原因で、学業不振や将来展望の喪失など、学校適応上の問題を抱えた生徒に対する支援の新た
な方向性を示唆したい。 
 
２．研究の目的 
(1) 仲間等からの排斥による｢いじめ｣被害が、被害生徒の将来展望や学校適応にネガティブな
影響を与えるプロセスを探索する。 
(2)  上記(1)の目的を達成するために、高校生の将来展望を測定する尺度開発を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 高校生用将来展望尺度の開発：2017 年 11 月にクラス単位での質問紙法による調査をＡ県立
Ｂ高校（普通科）で行い、生徒 537 人のデータを分析するなどして高校生用の将来展望尺度を開
発した。具体的には、白井(1994)の「時間的展望体験尺度」、尾崎(1999)の将来展望に関する調
査項目を参考にして調査項目原案を作成し、現役の高校教師５名に協力を求め、調査項目原案の
表現を改めるなどして調査項目を確定した
後、調査を行った。なお、将来展望尺度の妥当
性を検証するために学校適応感に関する調査
も合わせて行った。 
(2) 排斥による「いじめ」被害が、将来展望・
学校適応に及ぼす影響：Ａ県立Ｃ高等学校の
１年生 281 人（男子 130 人 女子 151 人）を
対象に３期にわたる調査を行い、中学生当時
に受けた「いじめ」被害が、高校入学後の将来
展望や学校適応等に与える影響について分析
した。具体的には Figure1 に示したモデルの
検証を共分散構造分析により行った。 
第１期調査は中学校を卒業した直後の 2018 年３月、第２期調査は高校入学後の 2018 年６月、
第３期調査は 2018 年 11 月に実施した。第１期調査はＣ高校の入学説明会の折、保護者を対象に
して説明と依頼を行い、保護者に調査紙を配布して各家庭で生徒が記入後、厳封した状態でホー
ムルーム担当教員へ提出した。第２・３期調査に関しては、ホームルームの時間を利用して、ホ
ームルーム担当教員が調査紙を配布・回収する方法で実施した。 
第１期調査では、中学生当時に受けた「いじめ」被害に関する３項目（v1：中学生のころ、ク
ラスのみんなからいじめられたように感じた。v2：中学生のころ、仲間はずれにされたと感じた。
v3：中学生のころ、親しい仲間からいじめられたように感じた）に５件法（５：感じた。４：と
きどき感じた。３：あまり感じなかった。２：ほとんど感じなかった。１：まったく感じなかっ
た）で回答する形式の調査を行った。これら３項目のすべてについて「２」以下を回答した生徒
を「無被害」群、１項目以上に「３」と回答した生徒を「弱被害」群、１項目以上に「４」以上
を回答した生徒を「被害」群とした。 
第２期調査では、事前に開発した高校生用将来展望尺度の 15 項目による調査を行った。さら
に、第２期調査では、生徒の抑鬱傾向を測定するために、簡易抑うつ症状尺度（QIDS:藤澤・中
川・田島 他, 2010）16 項目のうち、高校側から調査の承認が得られた７項目を利用した。 
第３期調査では、生徒の学習・友人適応を調査した。学習面における適応状況、友人関係に関
する適応状況を把握するための調査項目を、高校生活適応感尺度（浅川・森井・古川・上地, 2002)
を参考にして高校教師５名の協力を得て作成し、学習適応（４項目）・対人適応（４項目）に関
する調査を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 中学生当時の「いじめ」被害による３群化 
中学生当時の「いじめ」被害を測定した３項目の測定値を、「無被害」「弱被害」「被害」の３
群で比較した結果、３項目すべてについて３群間に有意な違いがみられた(p<.001)。多重比較
(Tukey の HSD)を行った結果、３項目すべてについて３群の平均値に有意な違いがみられたこと
から(p<.001)、「無被害」「弱被害」「被害」という３群化は、特定の項目の回答結果だけでなく
３項目すべての回答結果を反映したものであり、本研究で測定した「いじめ」被害の程度を反映
したものと考えられる。 
(2) 将来展望・抑鬱傾向・学校適応に関する因子分析 
事前に開発した高校生用将来展望尺度の 15 項目を改めて因子分析（最尤法・プロマックス回
転）した。固有値の推移（5.47→ 2.51→ 1.21→ 0.87→…）、解釈可能性の高さから３因子解
を候補とした。それぞれの因子に対して大きな因子負荷量(>.40)を示す項目を観測変数とした



モデルを作成して確認的因子分析を行った結果(GFI=.95, AGFI=.91, CFI=.97, RMSEA=.051, 
SRMR=.043)、データに対するモデルの当てはまりは許容できるものであり、３因子解を採用した。
「人の役に立つような生き方がしたい」「勉強や部活動などで“苦しい”と感じてもがんばるこ
とは、自分の将来に役立つと思う」などの６項目が第１因子に大きな負荷量を示したことから
「向社会的努力志向」因子と第１因子を解釈した。「私には、将来の目標がある」「高校や大学を
卒業した後の就職先など、自分がやりたいことは決まっている」などの４項目が第２因子に大き
な負荷量を示したことから「将来イメージ・目標の明確さ」因子と第２因子を解釈した。「３年
後の自分は、今以上に充実した生活をしている」「私の将来には、希望がもてる」など３項目が
第３因子に大きな負荷量を示したことから「肯定的・積極的将来像」因子と第３因子を解釈した。 
 抑鬱傾向を測定する７項目の因子分析（最尤法）を行った。固有値の推移（2.52→ 1.07→ 0.89
→ …）、解釈可能性の高さから１因子解を採用した。「食欲がない」「自分の好きな遊びや活動に
対する興味や意欲が減退している」の２項目を除いた５項目が大きな因子負荷量(>.40)を示し、
これら５項目を観測変数としたモデルを作成して確認的因子分析を行った結果(GFI=1.00, 
AGFI=1.00, CFI=.1.00, RMSEA=.000, SRMR=.009)、データに対するモデルの当てはまりは良好
であり、抑鬱傾向をこの５項目で測定することとした。 
 学習・友人適応に関する８項目の因子分析（最尤法・プロマックス回転）を行った。固有値の
推移（2.52→ 1.49→ 1.02→ 0.86→ … ）、解釈可能性の高さから２因子解を候補とした。そ
れぞれの因子に対して大きな因子負荷量(>.40)を示す項目を観測変数としたモデルを作成して
確認的因子分析を行った結果(GFI=.98, AGFI=.95, CFI=.97, RMSEA=.062, SRMR=.045)、データ
に対するモデルの当てはまりは比較的良好であり、２因子解を採用した。「困ったことがあった
ら、友だちに相談する」「友だちには、自分の秘密など何でも話すことができる」などの３項目
が第１因子に大きな負荷量を示したことから「友人適応」因子と第１因子を解釈した。「最近約
２ヶ月間の学校における学習活動」「授業中、先生の話をよく聞いている」などの３項目が第２
因子に大きな負荷量を示したことから「学習適応」因子と第２因子を解釈した。 
(3) 「いじめ」被害群間の将来展望・抑鬱傾向・学校適応の違い 
「いじめ」被害３群を独立変数、将来展望に関する３つの因子を構成するそれぞれの項目を従
属変数とした多変量分散分析を行った。その結果、「向社会的努力志向」因子と「肯定的・積極
的将来像」因子に有意なちがいがみられた。「無被害」群に比べて「被害」群の平均値が小さい
ことから、「いじめ」被害を中学生当時に受けた生徒は、そうした被害を受けていない生徒に比
べて、高校入学後の将来展望の中でも「向社会的努力志向」が弱く、「肯定的・積極的将来像」
が不明確であることが示唆された。 
 抑鬱傾向に関する５項目を従属変数とした多変量分散分析を行った結果、有意なちがいがみ
られた。「無被害」群に比べて「被害」群の平均値が大きいことから、「いじめ」被害を中学生当
時に受けた生徒は、そうした被害を受けていない生徒に比べて、高校入学後の抑鬱傾向が強いこ
とが示唆された。 
 学校適応に関する２つの因子を構成するそれぞれの項目を従属変数とした多変量分散分析を
行った結果、「友人適応」因子と「学習適応」因子の両方に有意なちがいがみられた。「無被害」
群に比べて「被害」群の平均値が小さいことから、「いじめ」被害を中学生当時に受けた生徒は、
そうした被害を受けていない生徒に比べて、高校入学後の友人・学習に関する適応が低いことが
示唆された。 
(4) 「いじめ」被害と将来展望・抑鬱傾向・学校適応の関連 
中学生当時の「いじめ」被害が、６月に測定した将来展望の「向社会的努力志向」因子・「肯
定的・積極的将来像」因子・抑鬱傾向
と関連し、11 月に測定した「友人適
応」因子や「学習適応」因子とも関連
することを示唆する結果が得られ
た。そこで、これらの因子等を、
Figure1 に示した関連予測をもとに
してモデル化し、共分散構造分析を
行った。パス係数が小さく、有意な水
準にないパスを削除したところ
Figure2に示す結果が得られた。この
モデルのデータに対するあてはまり
は概ね許容できるものであったので
(GFI=.89, AGFI=.86, CFI=.90, 
RMSEA=.058, SRMR=.067)、このモデ
ルをもとにして、変数間の関連を検討する。 
 中学生当時の「いじめ」被害は、高校入学後の抑鬱傾向の強さや将来展望を構成する一つの因
子である「肯定的・積極的将来像」に関連するが、６月時点における抑鬱傾向や「肯定的・積極
的将来像」は、11 月時点における学校適応に関連しない。一方、中学生当時の「いじめ」被害が
関連する６月時点での「向社会的努力志向」は、友人適応と学習適応の双方に関連することが示
唆された。（ブートストラップ法による標準誤差の推定を用いて間接効果の検定を行った。その
結果、中学生当時の「いじめ」被害と「友人適応」因子の間接効果標準化推定値：-.13, p<.01. 



中学生当時の「いじめ」被害と「学習適応」因子の間接効果標準化推定値：-.18, p<.01)。こう
した結果が得られたことから、中学生当時の「いじめ」被害が、生徒の将来展望を構成する因子
の一つである「向社会的努力志向」を介して、高校入学後の学校適応に影響する可能性があるこ
とが示唆された。 
(5) 分析結果に関する考察 
「いじめ」被害の中に排斥という要素が存在することから、「いじめ」被害における排斥とい
う側面に着目して、排斥に関する実験室実験等の先行研究をもとにして、被排斥経験が生徒の将
来展望を低下させることにより、学校適応が低下するという仮定を設け検討した。 
 その結果、中学生当時の「いじめ」被害が高校入学後の学校適応等に影響する可能性が示唆さ
れ、その過程において、将来展望を構成する一つの因子である「向社会的努力志向」が関連する
可能性が示された。本研究で用いた方法では、「いじめ」被害と学校適応等との因果関係を検証
することはできない。そのため、結果の解釈は慎重に行う必要がある。本研究の結果から、高校
入学後の友人適応には、中学生当時の「いじめ」被害が直接影響する可能性と将来展望の低下が
介在する可能性の両方が考えられる。一方、学習適応に関しては、中学生当時の「いじめ」被害
が直接影響する可能性は低く、将来展望の低下が仲介する可能性が大きい。 
 仲間からの排斥が適応や学力に影響する過程で、排斥によって生じたストレスが介在するこ
とを DeRosier, Kupersmidt, & Patterson(1994)が指摘しているように、「いじめ」被害者に対
する支援としては、被害を被ることにより生じた強いストレスや抑鬱傾向への対応など情緒的
な側面に対する支援が中心である（e.g., 山崎・髙木・樋口・樫原・中川・下山, 2015）。しか
し、本研究の結果から考えれば、生徒の学校適応を高めるために、抑鬱傾向を改善するなどの情
緒的な側面に対する支援だけでなく、生徒の将来展望を強化する支援も重要となる。 
 Sigurdson, Wallander, & Sund(2014)は 10 年以上の長期間に及ぶ調査の結果から、「いじめ」
被害が教育を受けることへの願望の低下に関連するために、「いじめ」被害者の最終学齢（大学
等への進学率）が低いことを報告している。ここでいう“教育を受けることへの願望の低下”を
生じさせる原因として、生徒の将来展望の低下が関連している可能性がある。一方、Feldman, 
Ojanen, Gesten, Smith-Schrandt, Brannick, Totura, Alexander, Scanga, & Brown(2014)に
よる５年間の長期的な調査の結果からは、「いじめ」被害と学業成績（GPA）との間に関連がみい
だされていない。今後、因果関係を明確に示すことができる調査・分析方法を採用し、「いじめ」
被害と学習適応や学業成績との関連について、将来展望の強さが媒介するのかどうかを明確に
する必要がある。 
 今回の調査では、高校進学というイベントにより中学生当時の「いじめ」被害者・加害者の関
連が消失したと想定している。しかし、実際にそうした関係が消失したのかどうかは明らかでな
い。さらに、中学生当時、「いじめ」被害を受けた生徒が、高校入学後、新たな「いじめ」の被
害者となってはいなかったのかどうかを調査する必要もある。高校入学後の「いじめ」被害に関
する調査の結果により生徒を分類し、中学生当時は「いじめ」被害を受けていたが、高校入学後
には「いじめ」被害を受けていない生徒を抽出するなどの方法を採用することが、「いじめ」被
害の長期的な影響をより正確に把握するためには必要である。 
 また、「いじめ」と抑鬱との因果関係についても、抑鬱傾向の強い子どもは「いじめ」被害を
受けやすいという報告(Fekkes, Pijper, Fredriks, Vogels, & Verloove-Vanhorick, 2006)も
あることから、抑鬱傾向の強い生徒が高校入学後、中学生当時とは別の「いじめ」の被害者とな
り、その「いじめ」の影響を受けている可能性も否定できない。さらに、「いじめ」被害を受け
ても、学力の高い生徒は抑鬱傾向を示す可能性が低いことを示唆する報告(Hemphill, Tollit, & 
Herrenkohl, 2014)もあることから、「いじめ」被害が抑鬱傾向や学習適応に及ぼす影響について
は、双方向的な因果関係を想定したモデルの構築・検証も必要である。 
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